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説明内容説明内容容容
１．本設計要領関連のこれまでの改訂経緯１．本設計要領関連のこれまでの改訂経緯

２．「路面消・融雪施設等設計要領」の発行部数２．「路面消・融雪施設等設計要領」の発行部数

３ 本設計要領を適切に運用するために３ 本設計要領を適切に運用するために３．本設計要領を適切に運用するために３．本設計要領を適切に運用するために

４．主な改訂ポイント４．主な改訂ポイント

（１）熱源の多様化や新技術の導入に対する対応（１）熱源の多様化や新技術の導入に対する対応

（２）散水消雪における必要散水量算定式の改訂（２）散水消雪における必要散水量算定式の改訂

（３）排水性舗装に対する必要散水量算定式の対応（３）排水性舗装に対する必要散水量算定式の対応

（４）災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等への対応（４）災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等への対応

（５）「標準設計」及び「土木用コンクリート製品設計便覧」と（５）「標準設計」及び「土木用コンクリート製品設計便覧」と
の整合の整合

（６）その他（６）その他



本設計要領関連のこれまでの改訂経緯本設計要領関連のこれまでの改訂経緯

昭和５６年９月 『散水融雪施設等設計要領』の発刊
●内容：散水消雪施設、路面流雪工●内容 散水消雪施設、路面流雪

平成２年７月 『路面消・融雪施設等設計要領』の発刊平成 年 月 『路面消 融雪施設等設計要領』の発刊
●内容：散水消雪施設、融雪施設、路面流水施設
（※現設計要領の記載内容）

平成１２年３月 『路面消・融雪施設等設計要領』の改訂平成 年 月 『路面消 融雪施設等設計要領』 改訂
●改訂ＰＯＩＮＴ 算定式のＳＩ単位系への対応など

平成２０年５月
『路面消・融雪施設等設計要領』の再改訂・発刊『路面消 融雪施設等設計要領』の再改訂 発刊

●改訂ＰＯＩＮＴ 算定式の見直し、新技術の導入など



「路面消・融雪施設等設計要領」の発行部数「路面消・融雪施設等設計要領」の発行部数

昭和５６年版昭和５６年版 ２，２８４冊２，２８４冊昭和５６年版昭和５６年版 ２，２８４冊２，２８４冊

平成平成 ２年版２年版 １，８８７冊１，８８７冊

平成１２年版平成１２年版 １ ７６６冊（Ｈ２０ ３末）１ ７６６冊（Ｈ２０ ３末）平成１２年版平成１２年版 １，７６６冊（Ｈ２０．３末）１，７６６冊（Ｈ２０．３末）

れま 子も北海道から関東 関れま 子も北海道から関東 関これまでの冊子も北海道から関東・関西・これまでの冊子も北海道から関東・関西・
山陰地方など全国各地に販売されている。山陰地方など全国各地に販売されている。

→→本冊子のように、消・融雪施設に特化して本冊子のように、消・融雪施設に特化して
いる冊子が他にない。いる冊子が他にない。他 。他 。

雪寒地域の交通確保に非常に重要な冊子となっている雪寒地域の交通確保に非常に重要な冊子となっている



本設計要領を適切に運用するために本設計要領を適切に運用するために本設計要領を適切に運用するために本設計要領を適切に運用するために

本設計要領
位置付

消・融雪施設等を設計する

“要領書”の位置付け ための“要領書”である。

散水消雪施設については、後ほど説明する
「散水消雪施設設計施工・維持管理マニュアル」「散水消雪施設設計施工・維持管理マニュアル」
を合わせて読むことで施工面についてもより理解
を深め 設計にあたることが望ましいを深め、設計にあたることが望ましい。



主な改訂ポイント主な改訂ポイント主な改訂ポイント主な改訂ポイント

（１）熱源の多様化や新技術の導入に対する対応（１）熱源の多様化や新技術の導入に対する対応（１）熱源の多様化や新技術の導入に対する対応（１）熱源の多様化や新技術の導入に対する対応

（２）散水消雪における必要散水量算定式の改訂（２）散水消雪における必要散水量算定式の改訂

（３）排水性舗装に対する必要散水量算定式の対応（３）排水性舗装に対する必要散水量算定式の対応

（４）災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等 の（４）災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等 の（４）災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等への（４）災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等への
対応対応

（５）「標準設計」（Ｈ１５．４）及び「土木用コンクリート（５）「標準設計」（Ｈ１５．４）及び「土木用コンクリート
製品設計便覧」（Ｈ１４ ９）との整合製品設計便覧」（Ｈ１４ ９）との整合製品設計便覧」（Ｈ１４．９）との整合製品設計便覧」（Ｈ１４．９）との整合

（６）その他・・・変更に伴う細部の改訂（６）その他・・・変更に伴う細部の改訂



主な改訂ポイント（１）主な改訂ポイント（１）主な改訂ポイント（１）主な改訂ポイント（１）

熱源の多様化や新技術の導入に対する対応熱源の多様化や新技術の導入に対する対応

平成１２年版の改訂後に開発されてきている各種新技術について平成１２年版の改訂後に開発されてきている各種新技術について
紹介し、今後の技術導入に向けて参考となるようにする。紹介し、今後の技術導入に向けて参考となるようにする。

＜記載した主な新技術＞＜記載した主な新技術＞
・散水消雪施設・散水消雪施設散水消雪施設散水消雪施設
☆ブロック制御方式、集中制御方式などの節水技術☆ブロック制御方式、集中制御方式などの節水技術

無散水融 施無散水融 施・無散水融雪施設・無散水融雪施設
☆コージェネレーションシステムを用いた熱源システム☆コージェネレーションシステムを用いた熱源システム
☆空気排熱を利用した無散水融雪システム☆空気排熱を利用した無散水融雪システム☆空気排熱を利用した無散水融雪システム☆空気排熱を利用した無散水融雪システム
☆ＲＣ版による二次製品を用いた配管技術☆ＲＣ版による二次製品を用いた配管技術 等等



主な改訂ポイント（２）主な改訂ポイント（２）主な改訂ポイント（２）主な改訂ポイント（２）

散水消雪における必要散水量算定式の改訂散水消雪における必要散水量算定式の改訂

近年、施工が多くなっている排水性舗装での融雪状況の違いが近年、施工が多くなっている排水性舗装での融雪状況の違いが
原因で平成１２年版の式では散水量の算定が難しくなった。原因で平成１２年版の式では散水量の算定が難しくなった。
よって 改めて散水量の算定式を見直すよう改訂を行ったよって 改めて散水量の算定式を見直すよう改訂を行ったよって、改めて散水量の算定式を見直すよう改訂を行った。よって、改めて散水量の算定式を見直すよう改訂を行った。
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新旧式での散水量の変化新旧式での散水量の変化
0.6

●現行式では交通量と路面露出率の取り方によって、によって散水量は点線
枠のように、降雪量が少ない条件のイメージの範囲で変化していた。
◎新式は 熱収支の考え方をベースに路面管理レベルの考え方によって 実

0.5

◎新式は、熱収支の考え方をベ スに路面管理レベルの考え方によって、実
線の枠の範囲のイメージで変化する。
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主な改訂ポイント（３）主な改訂ポイント（３）主な改訂ポイント（３）主な改訂ポイント（３）

排水性舗装に対する必要散水量算定式の対応排水性舗装に対する必要散水量算定式の対応

必要散水量の算定式の改訂の一つとして排水性舗装の場合の必要散水量の算定式の改訂の一つとして排水性舗装の場合の
補正係数を設定し、排水性舗装へも対応できるように考慮した。補正係数を設定し、排水性舗装へも対応できるように考慮した。

排水性舗装にのみ適用

排水性舗装
の場合

･qCq dd =

浸透浸透

基層

表層



排水性舗装係数を与えた場合の散水量の変化排水性舗装係数を与えた場合の散水量の変化

0.6

◆排水性舗装は、幅員と横断勾配により水量
の増加率は異なるが、基本的には新式に何割

0.5

の増加率は異なるが、基本的には新式に何割
増しという考え方で散水量を設定すれば、密粒
舗装と同程度の路面管理レベルを維持できるも
のとして、係数を設定した。
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主な改訂ポイント（４）主な改訂ポイント（４）主な改訂ポイント（４）主な改訂ポイント（４）

災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等への対応災害復旧や修繕等を考慮した配管構成等への対応

ポ プポ プ近年多発した震災での教訓をもとに、特に配管やポンプ室の近年多発した震災での教訓をもとに、特に配管やポンプ室の
災害への強化策の対応として、以下のような内容を掲載した。災害への強化策の対応として、以下のような内容を掲載した。
＜記載した主な内容＞＜記載した主な内容＞＜記載した主な内容＞＜記載した主な内容＞
☆水源井戸の堀替えを考慮した配管口径統一について記載☆水源井戸の堀替えを考慮した配管口径統一について記載
☆災害に強い配管構成（ポンプ室出口の可とう継手の使用）☆災害に強い配管構成（ポンプ室出口の可とう継手の使用）☆災害に強い配管構成（ポンプ室出口の可とう継手の使用）☆災害に強い配管構成（ポンプ室出口の可とう継手の使用）
☆小型の開放型のポンプ室の開発☆小型の開放型のポンプ室の開発
（（φφ１００ｍｍ以下のポンプに適用）１００ｍｍ以下のポンプに適用）
ポ プ 部 災害時 雑 水がす 使 夫を施ポ プ 部 災害時 雑 水がす 使 夫を施☆ポンプ地上部に災害時に雑用水がすぐに使える工夫を施した☆ポンプ地上部に災害時に雑用水がすぐに使える工夫を施した
Ｔ字管の施工例Ｔ字管の施工例

☆修繕時の復旧作業でのカップリング継ぎ手の有効性を記載☆修繕時の復旧作業でのカップリング継ぎ手の有効性を記載☆修繕時の復旧作業でのカップリング継ぎ手の有効性を記載☆修繕時の復旧作業でのカップリング継ぎ手の有効性を記載
☆修繕時の応急復旧（簡易手法）の事例の紹介☆修繕時の応急復旧（簡易手法）の事例の紹介



主な改訂ポイント（５）主な改訂ポイント（５）
「標準設計」及び

「土木用コンクリート製品設計便覧」との整合土木用コンクリ ト製品設計便覧」との整合

平成１２年の改訂以後も様々な製品が開発され、それらが平成１２年の改訂以後も様々な製品が開発され、それらが
国土交通省等で監修している標準設計や設計便覧に掲載されて国土交通省等で監修している標準設計や設計便覧に掲載されて
きており これらを改めて見直したものを記載していますきており これらを改めて見直したものを記載していますきており、これらを改めて見直したものを記載しています。きており、これらを改めて見直したものを記載しています。
＜標準設計及び設計便覧に記載していく予定の製品＞＜標準設計及び設計便覧に記載していく予定の製品＞
☆小型の開放型のポンプ室の標準図☆小型の開放型のポンプ室の標準図☆小型の開放型のポンプ室の標準図☆小型の開放型のポンプ室の標準図
（（φφ１００ｍｍ以下のポンプに適用）１００ｍｍ以下のポンプに適用）

☆構造を見直した現状のポンプ室の標準図☆構造を見直した現状のポンプ室の標準図
鉄筋構造等を 直 打 消 パ プ 標準鉄筋構造等を 直 打 消 パ プ 標準☆鉄筋構造等を見直しした現場打設消雪パイプの標準図☆鉄筋構造等を見直しした現場打設消雪パイプの標準図

☆☆ 〃〃 プレキャストブロックの標準図プレキャストブロックの標準図
※※こちらについては 散水マニュアルの説明時に詳細を説明こちらについては 散水マニュアルの説明時に詳細を説明※※こちらについては、散水マニュアルの説明時に詳細を説明こちらについては、散水マニュアルの説明時に詳細を説明



主な改訂ポイント（６）主な改訂ポイント（６）

変更に伴う細部の改訂変更に伴う細部の改訂

路面露出率、撹はん効果、といった用語を削除し、新た路面露出率、撹はん効果、といった用語を削除し、新た
に交通係数 路面管理レベル といった用語を追加に交通係数 路面管理レベル といった用語を追加に交通係数、路面管理レベル、といった用語を追加に交通係数、路面管理レベル、といった用語を追加
地下埋設物の調査の必要性について明記地下埋設物の調査の必要性について明記

ストレーナ等について 腐食に弱いものは削除し 環境ストレーナ等について 腐食に弱いものは削除し 環境ストレ ナ等について、腐食に弱いものは削除し、環境ストレ ナ等について、腐食に弱いものは削除し、環境
負荷に優れたものを使用することを推奨した記載に変更負荷に優れたものを使用することを推奨した記載に変更
ノズルについて、橋梁で使われるノズル等を追加し、ノズルについて、橋梁で使われるノズル等を追加し、、 使 、、 使 、
近年使われる頻度が少ないノズルは削除近年使われる頻度が少ないノズルは削除

制御に関して、節水の考え方が普及してきていることか制御に関して、節水の考え方が普及してきていることか制御 関して、節水の考え方 普及してきて る制御 関して、節水の考え方 普及してきて る
ら、制御方法の具体事例を追加ら、制御方法の具体事例を追加

無散水融雪施設で現場打ちの舗装構成についての記無散水融雪施設で現場打ちの舗装構成についての記
載しか無か たため 次製品（ＲＣ版）利用の考え方を載しか無か たため 次製品（ＲＣ版）利用の考え方を載しか無かったため、二次製品（ＲＣ版）利用の考え方を載しか無かったため、二次製品（ＲＣ版）利用の考え方を
追記追記



上 ご静聴ありがとうござ ま た上 ご静聴ありがとうござ ま た以上、ご静聴ありがとうございました以上、ご静聴ありがとうございました


